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Abstract
In elementary schools, school announcement is used as a means of conveying information, often with background 
music. Given the frequent use of the school background music, this study explored how students perceived it. To this 
end, a survey was conducted for 620 university students and adults. The participants answered when and what kinds of 
school background music they heard in their elementary school days. Based on the responses, this paper suggests the 
potential role of school background music in cultivating school culture. In addition, how it should be collaborated with 
music classes is also discussed.









School Background Music as a Source of School Culture: 

















































1 登校時間帯 226（36.5） 339（54.7） 55（8.8）
2 業間の休み時間（業間活動含む） 164（26.4） 417（67.3） 39（6.3）
3 給食時間 562（90.6） 44（7.2） 14（2.2）
4 清掃時間 421（67.9） 164（26.5） 35（5.6）
5 昼休み 196（31.6） 382（61.6） 42（6.8）
6 放課後（下校時間帯含む） 220（35.5） 362（58.4） 38（6.1）
7 放送委員会（音楽委員会含む） 578（93.2） 19（3.1） 23（3.7）










































































































・嵐「ハピネス」5　・風の谷のナウシカ 4　・ラピュタ「きみをのせて」4　・ZARD 4負けないで　・ゆず 3


























・SMAPの曲 5　・世界に一つだけの花 4　・となりのトトロ 8　・ディズニーメドレー 7　・小さな世界　・ジンギスカン 3


















































































































具体的に示すと，小学校音楽科における鑑賞共通教材は，昭和 33年，昭和 43年，昭和 52年，平成元年
告示の小学校学習指導要領（音楽）には示されていた。しかし，平成 10年告示の小学校学習指導要領（音
楽）からは示されていない。ねらいに即した楽曲を教師が選曲していることになる。その中で，グリーグ作
曲　組曲「ペール・ギュント」は以前第 6学年の鑑賞共通教材であったし，チャイコフスキー作曲　組曲「く
るみ割り人形」，シューベルト作曲　ピアノ五重奏曲「ます」第 4楽章は第 5学年の鑑賞共通教材であった。
校内音楽放送を手掛かりに，音楽科の授業を展開することは充分に可能ではないかと考えられる。普段から
給食時間，清掃時間に聴いている音楽だからこそ，「鑑賞」の授業とかしこまらずに音楽に触れることがで
きるものと考える。
学習指導要領では，歌唱，器楽，音楽づくりを「表現」領域としてまとめ，「表現」と「鑑賞」の 2領域
で構成している。これらの活動は，それぞれが個々に行われるだけではなく，相互に関わりあっていること
もあると示されている。児童が「音楽を聴くことが好き」「いろいろな種類の音楽を聴いてみたい」「いろい
ろな種類の音楽を聴いてそのよさを伝えたい」と思えるようにすることを大事にしながら鑑賞の活動を進め
ることが重要となる。
５．今後の展望と課題
「校内放送の使い方の意識が変わってきた」と現役の小学校教員が話していた。その昔は，放送で名前を
挙げて職員室に呼び出し指導をしたり，教員間の連絡のために「先生方，業間にお集まりください」などの
放送をしたりしていた。職員室のマイクのスイッチが入り放しで，外まで先生たちの会話が聞こえていたと
の事件もあったようである。時代とともに放送一つをとっても周囲への多くの配慮を必要としている社会的
背景がそこにある。むしろ昨今は放送を使わない日常に努めている学校が増えてきているように感じる。
放送施設設備を上手に使って，全校児童の学習活動や集団の行動などにいかに有効に働くかを改めて学校
が考えていくことが必要である。適時適宜に放送による呼びかけや流れる音楽で，その学校の文化の香りが
する教育文化施設としての学び舎になることを期待する。
そして，音楽科との接点である。校内音楽放送で流れている曲が意図的であったり，そうでなかったりす
る実態があるが，各学校の教職員が校内音楽放送に耳を傾け，児童とともに歌ったり，味わって聴いたりす
ることで，身近な音楽をより深く知ることができる機会となる。
校内音楽放送を手掛かりに多くの音楽に触れる機会をもち，児童や教師が意図的に流す音楽を選択してい
くなどの工夫は大いに可能である。音楽を通して，音楽に親しみ生活を明るく潤いのあるものにしようとす
る態度が養われるようにしていくことが今後の課題である。
校内音楽放送は学校文化の源泉
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